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始原ill j目はナカ' ヒラタムシ科と M icromal th idae
の2 つの科を含むが, 後者は Mtcro,natthus debi-
1is LECoNTE,  1878, ただ1 種が知られているに過
ぎない。本種が最初に記録されたのは北アメリカで
あるが, その後南アフリカ, ハワイ,  キューバ,  ブラ
ジル, 香港からも発見されてい
る. Micromalthidae をチビナ
ガヒラタムシ科, 種名をチビナ
力'ヒラタムシと命名し, 日本に
おける発見までの経過, 生態,
形態等を紹介することにする。

I 日本における
発見までの経過

筆者は本年(1978) 8 月中句,
横浜市衛生研究所から横浜市戸
塚区にある小学校の給食室で採
集された軸翅目幼虫の同定を求
められた。検鏡の結果, 特異な
形態であったため早速現地を訪
れ発生の状況を聞くと共に, 発
生の源を探した。 給食係の話で
は7 月のはじめ頃から8 月中旬
まで配膳台の上などに粉をまい
たように沢山出現し, 雑布で拭
きとっても 日はまた出現して
いるとのことであった。
調査の結果, ステンレスで覆
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日本における始原亜目 M icromal t h idae の発見

その生態と形態について
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の食性と共に無脚型幼虫の形態
を記載した。 その後, オハイオ

われた配膳台の腐った木からお F i9. 1. チビナガヒラタムシ (新称) 州・ バー ジーア州・ ケンタッキ
びただしい数の幼虫を発見した。 9 , 体長約2mm (通常後翅の一部は 一州・ メ リー ランド州などァメ

奇妙なことに木の外で採集され 露出する力図ては除いて る)- リガ合衆国の中東部で腐った力

た幼虫は有脚であるが木の中の幼虫は少数の有脚を シ類・ クヌギ類から本種の幼虫が確認されている。
除いては無脚でからだも若干大きかった。 しかし胸 しかし, 他の型の幼虫の形態や生活史が明らかにな

脚を除いては基本形態が一致するため同一種である ったのは, HUBBARD の記載後,30年余りも経過して
ことは明らかであった。 飼育中のものから 8 月下旬 からである。
に10頭余りが成虫となった。出現した成虫・ 有脚幼 BARBER(1913), CAILLOL (1914), PRINGLE (1938),
虫 ・ 無脚幼虫の形態から本種がチビナガヒラタムシ SCOTT (1935 - 41) 等によって,  この甲虫の生態が



甲 、ー ュー ス

二 111

タマムシ型幼虫 l,
l

.

期
、レ

幼態成製l・年 成虫 →卵
、

l

♀を胎生する個体一-?の卵を生む個体个

.

・一一
・(:-

ーン

虫

ム

成

ウ

/

F ig 2. チヒ+カ ーラタムシの生活史

調べられたo PRINGLEはBARBER と CAILLOL の生
態に関する記事に基づき, 生活史を図示しているが,
SCOTTの研究を参考にここに新しく生活史を図1、し
てみた (Fig 2)。
二11'、幼虫 : Caratoid または Triungulin lar va
と呼ばれる。 ツチハンミョウ科の三「「1.幼虫 ( l 期ま
たは1 齢) に外形がやや類似し, 爪が2 本であると
ころから筆者はこの名を付した。 朽木の外に出て移
動するが, この期間は短かい。  1 齡のみがこの形態
とも言われるが朽木中に発見されるものは若干脚が
短かく, からだも細長い。 なお, この形態のものはす
べて であり, やがて無脚のタマムシ型幼虫となる
タマムシ型幼虫 : Cerambycoidlarvaと呼ばれる
外形はカミキリムシ科幼虫よりもタマムシ科幼虫に
類似するので筆者はこの名を付した。数回(2 ~ 3 回
? ) 脱皮するが, この型の期間が最も長いと考えられ
る, 腐朽菌にfl された湿った広葉樹・ 針葉樹の中に穿
孔する。 やがて幼態成熱 またはof l9  に変態する。
幼態成熟g: Paedogenetic larva, Neotenic fe-

male, Reproductive form 等と呼ばれている。 こ
れに筆者は幼態成熟9 の名を付した。 タマムシ型幼
虫に似るが肥満体となり口器もll」二干退化する。 幼態
成熟 (、, は成虫 と形態を頭著に異にするがCAILLOL
(1914) は前者を退化した単為生殖 (de9ene「ate

parthenogenetic female), 後者を正常な (normal
winged sexual female) としている。  幼態成熟9
には興味深い生殖法がみられる。 卵胎生によって4
~20頭の二爪幼虫 ( 9 ) を生み出し,  、 は1 個の卵
として生み出される (いずれも単為生殖による)。
SCOTT (l941) は幼態成熟9 に9 を生み出す個体
(female-producing paedogenetic larva) と を生

み出す個体 (male-producing paedogenetic larva)
があることを明らかにし, それそ'れの個体の卵巣の
発育の過程を研究している(Fig 3 )。 研究は次の点
を明らかにしている。卵集小管内で の卵として数

第44 号 ( l979年 l 月)

個の卵細胞が発育しても卵と して生み出されるのは
1 個であること(染色体はnとなる)。 の卵を生み

出した卵巣は未発育であった卵巣小管と卵細胞を発
育させ9 を胎生することができる (実験によって9
を生む卵巣に変わることを証明した)。多くは9 を
生む個体であるが, 環境や生理的な要因によってS、
を生む個体が生じるとしている。
ゾウムシ型幼虫 : Curculionid larva と呼ばれる
この型は胸脚が短かく, からだは著しく肥満して寄
生生活型となっている. SCOTT  の観察によれば卵
から出た幼虫は4 ~ 5 日母体に寄りそっているが,
やがて母体の生殖孔に頭部を挿入して数日間で母体
を食べつくすと言う。 BARBER(1913) はこの時期を
Metrophagous larva と呼びソ' ウムシ型幼虫から区
別している。 この幼虫はやがて前ｩ f期を経て of l と
り成虫、 となる。
成虫: 北アメリカ型のものは前記の生活史からも
明らかなように、 が出現するが, 南アフリカ型はo
を欠くと言う (PRINGLE, 1938他)。卵からは二爪幼
虫 ( (, ) が出現するが成虫の生 能力はまだ十分に
判っていない。

m チビナガヒラタムシの形態について
LECoNTE(l878) は本種をッッシンクイムシ科の
新種として記載した (成虫の触角, 基節等の形態か
らッッシンクイムシ科に属すると考えた)。 しかし

A

- 2 -

Fig 3. チビナカ' ヒラタムシの卵果の発育 (SCOTT,
1941から転写). A. 未発育の卵 , B. 成虫9 の卵集,
c 6 の卵を生みだす幼態成熟9 の卵 ,  D 9 を胎
生する卵身iへの変化, E. 9 を胎生する幼態成熟9
の卵 .
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本種の形態と分類上の位置についてはその後前記学
者の他, SHARP & MUIR(1912) , DE pEYERIMHOFF
(1913), FORBES(l926), BoVING &CRAIGHEAD (19
31), VAN EMDEN(l932), MEIXNER(l935), PATER-
SON (1938), CRowsoN (l938, 1955), JEANNEL&
pAULIAN ( l944),JEANNEL (1949), pAULIAN( 949),
CARPENTIER( l912) 等によって考察された。

DE PEYERIMHoFF が幼虫形態から始原亜目のナ
ガヒラタムシ科との関連を示唆し,  またBOVING &
CRAIGHEAD が同じく幼虫形態からナガヒラタムシ
科と本種 (チビナガヒラタムシ科) を始原亜目に位
置づけたことは, その後のCRowsoNの研究からも
明らかなように特筆すべきものである。

PATERSON(1938) は成虫形態を詳細に記述すると
共に北アメリカ産 (北アメリカ型) と南アフリカ産
(南アフリカ型)、との間に体長(南アフリカ型は2・5~
2.8 mmで大きい) やその他の形態に明確な差があ
ることを指摘しているが別種とすることは出来ない
としている。 MARSHALL & THORNTON (1963) も香
港で採集された二爪幼虫と南アフリカ産の二爪幼虫
とを比較し, 単限の有無などの相違点をあけている
が別種とはしていない。

A) 成虫の形態 (Fig. l ) :  9 を用いた。背面は
黒色でやや光沢があるが腹面は淡色。 頭部は幅広く
前胸背の前方とほぼ同じ幅。複眼は頭著に隆起。触
角は11節からなるが短かくやや太い。 小a掾Aﾊ置の先
節は紡錘型。 前頭部は前方へ下降する。 頭部と前胸
背は平たくなめらか。 頭部には少数の浅い点刻が認
められる。前胸は顕著に後方に狭まり, 明瞭な背側
会合線 (note-pleural sutures)を欠く。 前胸背の前
緑は弱く後方へくぼむ。小術板はA型。上翅は薄く
短く, 基部 (上翅) から腹部末端までの約3/5 の長
さ_ 背面からは4~5腹節背板が露出する。 各上翅は
側縁と中央に l 本の弱い隆起条があり, 周緑に刺毛
を疎生する。下翅は radial sectorがあり, ob1ongum
は明瞭。下翅の先をうずまき状にまいて収める。後
胸前側板は中脚基節に達する。 後脚基節は後胸板と
ゆ着せず, 第 l 腹節腹板を二分しない。各區節は先
端に1 本の刺があり, 各野、i節は5 節からなる。腹部
は6 または7 節からなり中央部はやや幅広い。末端
節に1 対の刺状突起がある, 体長約2 mm ( 日本産
のもの)。

B) 幼虫の形態 (Figs 4 -6) :  始原亜日 (ナガ
ヒラタムシとチビナガヒラタムシ) 幼虫の特徴を記
せば次の通りである。頭蓋背面は1 本の正中線があ
り, 後縁は強く内方へ湾入する。上 ・ 頭桶は前頭
から分けられる。 触角は3 節からなるが細長くない
:大理馨、は左右同形で3 歯, 日状部はよく発達する。小
理閨A葉片は内外葉に分かれる。  小 aｿ A額 ﾍ3 節 は

相y色に 化し前方へ強く突出する。 胴部は白色。 第
9 腹節は後方へ細まり角質の突起に終わる。気門は
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補円形。 ナガヒラタムシおよびチビナカ' ヒラタムシ
( タマムシ型幼虫) は胸部・ 腹部の各節は背腹両面
が隆起し朽木中の移動を助ける形態となっている。
なお両者は体長の他, 第9 腹節末端の突起の構造で
容易に区別できる (ナカ- ヒラタムシの着齢幼虫の形
態については末だ明らかでない)。
二爪幼虫 (1 齢幼虫) (Fig 4 ): 胸脚は細長く船
節は脛節の約2.5 信。爪は2 本。 単限は各側面に l
個。 触角の感覚突起は大きいが第3 節よりは短い。
上 ｶ f (上 n因頭 ),  大理l,  小 a理、,  下 (下咽頭) の形お
よび第9 腹節末端の背腹両面の実起の形はタマムシ
型幼虫に類似する。体長約 l mm。
タマムシ型幼虫 (Figs 5 ,6) : 胸脚を欠くが, 中
後胸腹面はそれそ'れ l 対のふくらみがみられる。
頭部は胴部よりも幅広く淡褐色。通常各側面に1 個
の単眼が認められるが不明瞭な個体もある。 触角の
第 l 節は他節より短い。第2 節と第3 節はほぼ同じ
長さ。上 頭は前縁近くに3 対, 中央に3 対の剛毛が
あるが, 前縁近くのものは著しく大きい。大用ｦ、臼状
部には明陳な横隆起を並べる。 小理9、鑽の第3 節は最
も長く, 第2 節の約2 倍。 小理思葉片の内集は内緑先
端に1 本の太い剛刺毛がある。下咽頭には前方へ狭
まる三角形の大きな角質突起がある (左右に刻みが
ある。臼状部と咬み合うことでll且しゃくを助ける器
官と考えられる)。下1 ﾎ｢置の第 l 節は: ・しく小さい
胴部の隆起部には微細な顆粒状実起を密に分布する‘
刺毛は細く日立たない。 第9 腹節の背腹面の突起は
鋸歯状で背面の突起はやや下方へ突出する。 なおこ
の実起の左右の皮膚が後方へ l 対の尾脚状に突出し
移動を助ける。 体長約4.5 mm(約2 mmからこの
形態のものがみられる)。

c ) lの形態 (Fig 7) :  RozEN (l963) はチビ
ナ力' ヒラタムシとナガヒラタムシの1 種の vf lから原
始的な形態を見い出すことを試みたが明確なものは
得られていない。 他の 翅日ol lの場合と同様にチビ
ナ力' ヒラタムシｮl」にも成虫形態の特徴がみられる。
すなわち短い触角と短い上翅。第9 腹節末端の l 対
の突起などである。 なお突起は肉質で尖らない。 そ
の他, からだは比較的細長く刺毛は目立たない。 体
長約2 mm。
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:茨城 県南部の タ マ ム シ (その1 )
大 桃 定 洋

茨域県のタマムシBuprestidaeに関する報告と し
ては, わずかに水戸市倍楽国におけるァオマダラタ
マムシ NipponobuPrestts amabi l is VOLLENHOvEN
および クロタ マムシ N. querceti SAUNDERS の記
録 ') あるいは県北地方における数種の記録2) を見る
だけであり,  また, 両記録の合計も14種を数えるに
すぎない。
筆者は, 茨域県南部 (取手市, 土浦市, 筑波山)
において採集する機会に恵まれ, 26種のタマムシを
得ることができた。  これらの中には,  分布上興味深
いと思われる ミツポシナガタマムシ Agr if gs  tn
notatus SAUNDERsおよびサシケ'チビタマムシ T「a-
chys robusta SAuNDERs の2 種が含まれ,  また, 上
記の報告',2) には見られない種 ( * 印を付して表示)
l7種が含まれている。 茨域県に産するタマムシに関
する一知見として報告する。
1 . Chrysochroa fulgidissima ScHONHERR タ マ

ム シ

19 , 筑波山, 12. viii. 1978.
2 . C aicophora J'a omca GORY ウバタマムシ

19 , 筑波山, 12. viii. 1978.
3 . Buprestts haemorrhoidal is j apanensis

SAUNDERS クロタマムシ

19 , 筑波山, 12. vi ii. l978.
4 . Chrysolbothr is succedanea SAUNDERs ム ツ

ポシタマムシ

10, 取手市小文間, 9. vi. 1978.
5 . Agn s cya eom ger SAUNDERS クロナガ

タマムシ

20 o ・19, 取手市小文間, 9. vi.  1978.
6 . A discal is SAUNDERS ヒシモンナガタ マム

シ

多数, 取手市小文間. 26. iv, 21. v, 9. vi. 1978
3 , 土浦市右靭, 1. x. 1978・
7 . *A friebi ainu MIwA & CHuJ0 クー;tギナ
ガタムシ

2 -o ・49 9 , 取手市小文間, 9. vi. l978.
8 . * A .  m oe r ens SAUNDERS ツ ャケ シ ナ ガタ マ

ム シ

13 ・ l 9, 取手市小文間, 21. v. 1978.
9 . *A ot a d ico ihs SAUNDERs アサキ'ナガタ
マム シ

多数, 取手市小文間, 9. vi. l978.
10. *A. sospes LEWIS シロテンナガタ マムシ

19 , 取手市小文間, 21. v. 1978.
11.   A. spinipennts LEWIS   ケヤキナガタマムシ

l 9, 取手市小文間, 9. vi. 1978.
12. * A tempestiυus LEWIS ウグイスナカータマ
ム シ

多数, 取手市小文間, 21. v. 1978.
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13 . A t ib ial i s LEWIS ;i-、ソアシナガタマムシ
多数, 取手市小文間, 21. v, 9. vi. 1978.

14. * A t r inotatus SAUNDERs ミ ッ ポシナ力'タ マ
ム シ

多数, 取手市小文間, 21. v, 9. vi. 1978.
力シ類のソダ上から得た。本種は従来, 東京を北
限として広く西南日本に分布3) することが知られて
いたが, その食樹の分布から考えると,  これと併行
して, 東京より北の地方にも分布が広がっているも
のと推定されていた。  目下のところ北限の記録と思
われる。

15. *A. υt'n'dioOsc“his SAUNDERS アオグロナガ

タ マ ム シ

23 6 ・19, 取手市小文間, 21. v. 1978.
16. *A. sp.

19 , 取手市小文間, 21. v. 1978.
アサギナ力'タマムシ A r otu n d ico lt i s に似るも,
内側隆線を欠き, 側隆線の周囲が金緑色に輝く, 体
長5 mm前後の未記 種。
17. *Trachys aurtco11is SAUNDERS ク ズノチ ビ

タ マ ム シ

1 頭, 筑波山, l2. viii. 1978 ; 多数, 土浦市右初,
1. x . 1978.
18. T griseofasciata SAuNDERs ナミガタチビ
タ マム シ

多数, 取手市小文間, 26. iv, 21. v, 9. vi. 1978 ;
多数, 土浦市右初, 1. x. 1978.
l9 . *T. inconspicua SAUNDERs ウ メ チ ビ タ マム

シ

l頭, 取手市小文間, 21. v. l978 ; 多数,  土浦
市右靭. 1. x. 1978.
20. *T. inedita SAUNDERs マル力' タチビタムマ
シ

多数, 土浦市右 , 1 . x . 1978.
ムクノキの葉上から得た。 西南日本に多い種で,
東京より北の地方では珍らしい。現在の分布北限は
東京4) である。
21. * T reitter i OBENBERGER マメ チ ビタマムシ

6頭, 土浦市右 , 1 . x . 1978.
22. * T robusta SAUNDERs サシケ'チ ビタマムシ
多数, 取手市小文間, 21. v, 8. vi. 1978 ; l頭.
土浦市右初, 1. x. 1978.
いずれもシラカシの葉上から得た。従来,  スダジ
イが唯一の加害植物として知られていたが,  シラカ
シをも食することを見出したので新加害植物として
追加したい。 なお, 本種はスダジイの分布と大体一
致する九州から房総半島までの太平洋沿岸の地方お
よび福井県までの日本海沿岸の地方に知られ5),  取
手市や土浦市のような内陸部からの記録は珍らしい
と思われる。北限の記録であろう.
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23. * T.  t sush i:mao OBENBERGER アカ ガネチ ビ

タ マム シ

1頭, 土浦市右靭,  1. x. 1978.
24. * T. υariolaris SAuNDERs ダンダラチ ビタマ

ム シ

多数, 土浦市右観,  1. x. 1978.
25. * T yanot' Y. KUROSAWA ヤノナミ ガタチ ビ
タ マ ム シ

多数, 取手市小文間, 26. iv, 21. v, 9. vi. 1978;
多数, 土浦市右lea,  1. x. 1978.
26. * T. sp. コウゾチ ビタマムシ

第44 号 (1979年 l 月)
多数, 土浦市右初, 1. x. l978.
最後に, 種の同定と種 の々ご教示をいただいた黑
沢良彦博士に深謝する。

文 献
1) 日置正義 ; 茨城博物同好会会誌, Vol. 10 (1938)。
2)  川島保夫 ; るりぼし (水戸昆虫研究会会誌),

Vol. 1 (1973)。
3) 黒沢良彦 ; 甲虫ニュース, Nos 27/28 (1975)。
4)  黒沢良彦 ; 私信。
5)  黒沢良彦 ; 甲虫一ユース, No 35 (1976)。

(茨城県稲数郡)

0奥秩父三国 のハナカミ キ リ類について

奥秩父の三国ll中・は長野・ 埼玉・ 群馬各県境にそび
える三国山のやや南に位置する峠 (標高約l700m)
である。 本来はブナ帯の原生林であるが, 長野県側
はすでにすべて伐採されておりヵラマツの植林地に
なっている。 埼玉県側では所々にブナの林があるが
かなり古い時代に伐採されたらしく , そのほとんど
が高令の二次林である。 それに対し群馬県側は原生
林がほとんどそのまま残っており,  より標高の高い
所には針葉樹林帯も存在している。
このように,  この地域は本来の原生林であるブナ
林がかなり少なくなっているので,  この機会に筆者
等が同地で採集したハナカミキリ類を記録しておき
たい。

キペリカ タ ビ1:・ハナカ ミキリ Pachyta erebia
BATES

l 3 1 9 , 4. vii i. l978, 斎藤採集。
オオハナカ ミキ リ Konoa granulata (BATES)
1 0 , 5. v ii i. 1978, 斎藤採集。
ブチ ヒケ'ハナカ ミキリ Corymbia tlari icornis

(DALMAN)
21s319, 4. viii. 1978, 斎藤採集 ; 1 , 4. viii .

1978, 岡島採集。
コ ヨツスジハナカ ミキリ Leptura subt i l is

(BATES)
1 9 , 5. viii. 1978, 斎藤採集。
以上はすべてノリウッキの花より得た。
クロオオハナカ ミキリ Macroleptura thoracica

(CREUTZER)
19 , 4. viii. 1978, 岡島採集。
ミズナラの立枯より得た。本種は上翅の赤い個体
と黒い個体とが現れるが, 本個体は後者であり, 奥
多摩地方で採集された数頭と一致する。  斎藤良夫
(1978, 埼玉県の昆虫, 埼玉県の動物誌: 213 -258)
には本種の記録は見られない。
他には, チャイロヒメハナ・ オオヒメハナ・ ルリ
ハナ・ ミヤマクロハナ・ ク ロルリハナ・ チャポハ
ナ ・ ヒ メアカハナ ・ アカハナ・ ツヤケシハナ ・ マル

ガタハナ ・ ニンフハナ ・ タテジマハナ ・ ヨツスジハ

ナ ・ フ タ ス ジ 、ナ・ オオョツスジハナ等のハナカミ
キリ類が採集されたが, 当然採集されるべき,  カラ
カネハナ・ アオバホソハナ・ ヤッポシハナ等は1 個

体も目撃することさえできなかった。
ハナカ ミキリ類の他には, エグリトラ ・ キスジト
ラ・ トケ'ヒケ' トラ・ ルリポシ・ フタオビアラケ' ・ へ
リグロリンゴ等のカミキリが採集されたが,  この地
域の環境がこのまま維持されたとしてもこれらのカ
ミキリを採集することは年々難しくなっていくであ
ろう。 (東京農大, 斎藤秀生・ 岡島秀治)
0佐渡ケ島産のアリ、:f力ムシ
最近筆者は馬場金太郎博士のご好意により, 同博
士採集の多数のァリッ'カムシ類の標本を検する機会
を得た。このうち佐渡ヶ島産のアリヅカムシについ
て同定が終了したので,  ここに記録して同博士の御
厚意に報いたい。
なお, 現在まで佐渡ヶ島産のアリヅカムシ類の記
録は皆無である。
1. Batnscenatdax modestus (SHARP)

2頭, 羽茂, 27. x. 1973, 馬場金太郎採集。
2. at nsce e “s (Scaiosce c ies) sfmz11's

(SHARP)
7頭, 羽茂, 27. x. 1973, 馬場金太郎採集。

3. af n sce m'of a dfssfmlf1's (SHARP) アナヅア

リ ヅカムシ

6頭, 羽茂, 27. x. 1973, 馬場金太郎採集。 1
頭, 水津, 9. ix. 1964 馬場金太郎採集。
4. Triomicrus preferυus (SHARP) マルムネァ

リ ヅカムシ

3頭, 羽茂, 27. x. 1973, 馬場金太郎採集。 1
頭, 東野, 27. x. 1973, 馬場金太郎採集。
5. Morana d i scede'ts SHARP マメ ダルマア リ ヅ

カムシ

l頭, 羽茂, 27. x. 1973, 馬場金太郎採集。
6. a s l m s sP加Os gs  SHAR オオ トケ'アリ ヅカ
ム シ

4頭, 羽茂, 27. x. 1973, 馬場金太良際集。
なお, 上記以外に Peta1oscapus, Bat'・t'soplisus,

Pselap ogem'as, za' tiger の各属に含まれる種
がそれぞれ採集されているが, これらの種の形態的
特徴は既記載種と一致しないので, 今後さらに検討
を加え, 改めて報告したい。
末筆ながら貴重な標本を多数御恵与され, 筆者に
よる報告を許された馬場金太郎博士に心から御礼申
し上げる。 (東京農大, 田野口康彦)
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0サクラムジハムシの福井県からの記録と誤報1 件
の訂正
サクラムジハムシ Gomoctena (Gomoctena)

morimotoi KIMoTo, 1963 長野県軽井沢, 山梨県
增富から記校されたのち, 那須, 大台ヶ原, ':良県
上北山村などから記録されているが, 次の標本を検
しているので報告する。
福井県今IIE町夜叉ヶ池, 1 -) ,  31.  v. - 2.  vi.

l974 ; 福井県大野市経ヶ岳, 1 - 1 9 , 2. viii. 1975
いずれも筆者採集保存。
実は最初の標本は 「福井県自然環境
保全基礎調査報告書」 (1976) に“ナガ
フジハムシ” として記録したもので,
ここに11]正しておく。 フジハムシに似
て, 明らかに細長い頭著な種で, 北隆
館の大図鑑のナカ' フジハムシの写真に
も, フジハムシとの相異を示した記校
にもぴったりだったので, 安易にナガ
フジハムシと同定してしまった。木元
の原記較 ( l963) や総説 (1964) を見
ても ナガフジとサクラムジの決定的
なちがいは, 体長と交尾器以外にない
らしく, 検索表にもそれだけが,J して
ある。体長は 6.5 mm で mon moto i
の範略に入るが念のため '、, 交尾器を検
したところ, この類の中では特異な形
状をもつ morimotoi に一致した。参

f ヶ池産サ
ク ラムジハム

シの交尾:ｾ_:

考までに, 夜叉ヶ池産標本の、 交尾器スケッチを付
しておく。 側面から見たカープの様子なども木元の
記載や図にほぼ一致する。
同定は厳正であるべきことを充分 知の筈の研究
者として, まことに赤面のいたりであるが, 誤りを
正直に中上げて諾 にお詑びしたい。

(福井大学教育学部, 佐 治々寛之)
0オオシマオビハナノミの台湾および福島県下から
の採集例について
オオシマオビハナノ ミ Gl ipa oshimana NoMuRA
は1111美大島産の2 9 9 の標本に基いて1966年に記破
されたが, 実はその最初の記録は野村 (1963) によ
る原色日本」l虫大図鑑Ilで, アヤオビハナノミ  G.
ohgushi i CHuJ0 として図,1されている。 また, 田
添 (1973) がァヤオビハナノミとして福島県いわき
市四倉から記録した1 一が, 何とォオシマオビハナ
ノミに当てるべきものだった。
文献上のオオシマオビハナノミの記録は以上の3
個体にすぎないが, 田添京二博士と大桃定洋博士は
いわき市周辺ならびに福島市北方山地の茂庭林道に
て採集されているし, 茨城県北部山地の花国周辺で
採れたという2 ,  3 の個体を久保田正秀氏に見せて
いただいたことがある。 さらに1978年に私自身も福
島県原ノ町市から2 t、 ? を採集することができたし,
台湾産の標本も伊藤 淳氏の御好意で検することが
できた。 しかし, 電美大島からは記載に使用された
2 9 9 だけしか私は知らない。

No 44 (Jan. 1979)

こ こに, 私が所有している本種の標本を記録して
おく。田添・ 大挑両博士, ならびに伊藤淳氏に厚く
御礼申しあげたい。
台湾 : 1 9 , 桃園県巴接, 24. v. 1977, 伊藤 淳
採集e
福島県 : 1 , 吾要山地茂庭林道, 22. vii i976
田添京二採集; l '' , いわき市江田, 15. vii i978
大桃定洋採集; 2 ・一 , 原ノ町市横川林道, 16. vil
1978, 高桑採集。
私が採集した2 個体はシデの類と思われる立枯上
からであり , 大桃博士が採集したものはケヤキ生木
の幹の枯死部からであった。
福島県においては茂庭のよ うに標高1000mを越す
ブナ帶で得られたり, 原ノ町市横川のように標高は
500 m前後ではあってもヵミキリ相から見れば明ら
かに北方ないし山地型の地で得られることは, ブナ
帶に多いオオオビハナノミ G. s itz' rozm s加' rozm
NAKANEの例があるにせよ, 本属の中ではきわめて
異例のことである。
ところで, 台湾, 美大島, 福島県の各産地のも
のは斑紋や微毛の色に多少と も違いが認められる。
これは各産地が離れている距離を考えれば当然のこ
ととも思われるが, そのはっきりした関係について
は, 特に原産地である 美大島産の一 個体を検する
までは言い切る自信がない。 それは, この属のもの
は斑紋がよく似ていても性器が顕著に異なっている
ために別種だと判る例にしばしば遭遇しているから
である。 いずれその時が来れば特に福島県産は再検
討すべきであろうが, 現時点では台湾産も福島県産
の個体も111美大島産と同一種にしておくしか仕方が
ない,
なお, 本種は日本産の中ではコオビハナノミ G

fasciata KONo に近いようだが,  日本と台湾のこ
のグループ(未記載種を含め最低6 種以上を産する)
の中では, 体型が細長い点からやや離れた位置にあ
り, むしろポルネォ・ キナパル山産の1 種やタイ北
部山地産の種類により近そうなものがある。

(横浜市金沢区, 高桑正敏)
0大産菩でミヤマルリハナカミキリを採集
ミ ヤ マル リ ハナ カ ミキリ Anop10dera a Z u m e '1-

sis MATsUsHITA et TAMANUKI (1942, 動雑, 5412) :
79) は福島県の吾要山を模式産地と して記載され,
北海道・ 本州・ 四国・ 九州と日本各地に広く知られ
るが, 分布は連続的ではなく関東周辺においては奥
多摩が良く知られている。 筆者は山梨県大書産にお
いて下記の如く本種を採集したので記録しておく。

1 ・' , 木賊 (標高約1,000m) , 13. v. l978, 補
嘉博採集。

なお本個体は力エデ類の花上から得られたもので,
他にビックニセハムシハナカミキリ, キノ、ネニセハ
ムシハナカミキリ,  ヒナルリハナカミキリ, セスジ
ヒメハナカミキリ, ナ力'パヒメハナカミキリがコナ
シや力エデ類, ーワトコの花上より採集できたので
つけ加えておく。 (東京農大, 楠 嘉博)
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0サビキコ リがァブラムシを捕食
筆者の1 人佐藤は1976年6 月26 日に東京都八王子
の淹山域址公園において,  アザミ の葉上についた
ゴポウ ヒ ケ'ナ ガアブ ラムシ aCfynOf g o0omS
(MATsUMURA) をサビキコリ Agrypnus binOduluS
binodulus (MoTscHuLsKY) の成虫が捕食している
ところを観察したのでここに報告しておく。

本種の食性については,  リンコや橘相等の花を食
することが知られていたが, このようにアブラムシ
を捕食することは知られていないようである。

(東京農大, 佐藤英夫・ 鈴木 亙)
0埼玉県初記録の力ラフトヒケナガカミキリ
カラフトヒケ'ナガカミキリ MonoChamuSSaltua-

r is (GEBLER) の関東地方周辺の記録としては, 福
島県南部, 長野県, 山梨県, 静岡県などがあるが,
関東地方の記録は意外に少なく, わずかに茨域県水
戸市周辺の記録 ( 1 ) があるだけである',2)。
筆者は埼玉県下の武蔵丘陵森林公国の近くで本種
を採集したので報告する。 平地にしてはいくぶん遅
い採集例であろう。

1頭, 埼玉県比企郡滑川村, l7. vi. l978.
当地方は赤松林が多く , 本種はかなり広範囲に分
布しているのではないかと思われる。

1)  芳「1.  馨, 1975, 理 星, (3), P・16・
2) 高桑正敏, l978, 甲虫ニュース, (41), P・1・

(埼玉県浦和市, 衣笠恵士)
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昆虫の器具は 「志資昆虫」 へ
日本ではじめてできた有頭民虫針! !
1 , 2, 3, 4, 5 号 (各号100本 l80円)
なお, 有頭針00,0号もできました。その他, 採集・1
標本整理用各種器具も取描1えてあります。 1
〒150  東京都 谷区渋谷1 丁目7 - 6 1'Ii i 話 ( (、?、 AnQ - 401 (ムシは一ばん )
振 替 東京 21129
志賀昆虫普及社 1

第44 号 (1979年1 月 )

0北海道奥尻島でコブスジサビカミキリを採集
北海道からは従来未記録だったコブスジサビカミ
キリ Afzm gra  japomca  BATE Sを渡島半島西方の
奥尻島にて採集したので報告する。

9頭, 検山支庁奥尻島奥尻,  2-3 . vi・ 1977,
秋元信一 ・ 西川直己採集。
細いッルの叩き紹で得たものである。
なお, 奥尻島のカミキリについてはほとんど知ら
れていないと思われるので, 同時に採集したものを
次に記しておく。
ヒメスギカミキリ , アカネカミキリ,  シロオビチ
ビカミキリ ,  トヶ'ヒケ' トラカ ミキリ, シロトラカミ
キリ, シナノクロフカミキリ,  ヒシカミキリ,  力ツ
コウカ ミキリ, ナカジロサビカミキリ, アトモンサ
ピカ ミキリ。
採集に同行してくれた秋元信一氏に厚くお礼中し
あげる。 (札幌市, 西川直己)
0キポシカミキリ高知県2 度目の採集記録
過日, キポシカ ミキリ Psacofhea 1u a 「 IS (PAS-

COE) の高知県初記録を本誌に報告したが,  1978年
9 月2 日,  5 日に高知~松山間を所用で'r1複した際
に, 国鉄バスの体融地 (引地橋) にてトウグワの葉
上より数頭の本種を得ることができた。なお, 今回
の採集地点は, 前報の採集地点・ 名野川下北川より
直線距離にして約2.35kmに 川の下流に位置して

いる。これで, 本種の分布域は更に高知県内へ広が
ったことになりそうである。
高知県吾川部香川村引地橋 (標高160m) : 2 ) 3

l , 2 . ix . 1973 ; 2 ' 9 , 5 . ix. l978, すべ

て島本電一採集。 (高知市, 島本電一)
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1   タツミの昆虫採集器具
< ドイツ型標本箱 木製大 ￥ 5,000, 桐合板製
( インロー型標本箱中￥l,400, 送科一箱にっき都
内及第一地帯 : 3個以下￥1,400, 4 個以上￥850

1 (以下同様), 第2 地帶￥1,400, ￥950, 第3 地帶
￥1,600, ￥1,050, 其他, 各種器具, 針などを製作
販売してます。カタログを御請求下さい。 (￥140)
j タ   ツ ミ   _製作 所T i f3  東 、都文 区湯島 2-21-25
i電話 (03) 811-4547, 振替6-113479


